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　　　　　　　　　　　　　　　ノ2）頭er eigi dyr　i festi．　dyr（cf．　OE　deor，　OHG　tior）を「動物，獲物」とせずに，　f高緬な
　　　　　　　　　　　　　ノ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
物，財窒」　（cf．　adj．　dyrr；OE　diere，　dyre，　OHG　tiuri‘lieb，　wert’）と解釈する専門家もいる　（cf．
Hrafnhαtla，　P。　50）
　3）エイヴィンドのこの言葉に，新しい型の英雄像が認められよう。これに対して，ラヴンケルには，長い
眼でみて得策なら一度逃げることも吝かでないとする古い塑の英雄像であろう。註Xm　4）をも参照されたい。
　4）H章の後半部分を記憶されたい。
　5）svararここはsegir「言う」とするのが正しかろう。きもないと，前文とこの文との問に脱文があると
考えるべきではなかろうか。
　6）bri6ta　par　upp　gri6t　nQkkurtサーガ文学に広くみられる表現で，攻撃が予想きれてその防御をす
るための準備をすることを意味する。
　7）これは，サームの部下を励ますための蛾である。より疲れているのはアザルボールから乗りつづけてき
た彼らの馬であって，ラヴンケルらの馬は闘いの1隷こしばらく休むことができたであろう。
XIX
　その時，サームは萄物を全部アザルボールにもってきた。家に帰るとサームは，自分のスィン
グメンに（翌）朝九時前に自分のところに来るようにとの使いをやった。彼はそうして（フリョ
ー ト谷）荒原の菓へ行くっもりだった。
「わしらの遠出は，ならねばならぬようになるだろうて」
142
　夕方サームは床にはいった。そこには多数くの者〉が集まっくた〉。
　ラヴンケルは家に帰って，この出来事を語った。彼は食事を食べ，その後自分のところに部下
を集めた。彼はこうして七十名を得て，それをひき連れて荒原を西へ横切った。彼はアザルボー
ルを不意打ちして，サームを寝床で捕えて外へ引きだした。
　そこでラヴンケルは雷った，「サーム，おまえの有様は，わしがおまえの命を握るという少し
前には考えもできなかったことになった。しかしわしは，おまえがわしにしてくれたよりはおま
えに酷い男とはならん。おまえにふたっの条件を出そう。殺されるか，もうひとつはわしがおま
えとわしとの閥のことを裁断することだ」
　サームは，自分は命を選びたいと言った。また，どちら（の条件）も厳しいと思うと言った。
　そう思ってもよかろうと，ラヴンケルは彼に雷った，「わしたちはおまえにそうお返しできる
のだから，もしおまえにそれだけの値打ちがあるのなら（今の）半分だけ親切にしてやるのだが
な。おまえはアザルボールを出て遊び小屋に下りていって，あそこのおまえの家に住め。エイヴ
ィンドのもっていた財産をもってゆけ。ここから他の財産をもっていってはならん，おまえが
ここにもってきた物以外はな，こっちの方は全部もち去れ。わしは屋敷や財産同様わしの主領権
をとろう。わしの財産は大層殖えたことだろうが，これをおまえは取ってはいかん。おまえの弟
のエイヴィンドへの補償はない。おまえは浅ましくも以箭の身内のために訴えを起こしたから
な。またおまえは，　（わしの）権力と財産を六年闇もっていたから，弟のエイヴィンドの償いを
十分受けとったことになる。それからエイヴィンドとその部下の死は，わしや部下の怪我より値
打ちがあるとは思わん。おまえはわしを地区からく追出した〉。しかしわしは，おまえが遊び小
屋に住むのに甘じてやろう。おまえが赤っ恥をかくほど尊大にしなければ，それで十分だ。わし
ら両方が生きている閥，おまえはわしの部下にならねばならん。わしらが不仲になればなるほど
おまえに不利になっていくことを承知しておけ」
　こうして，サームは家族共々遊び小屋に移って，そこにある自分の家に住んだ。
XX
　きて，ラヴンケルはアザルボールで部下たちに土地を分け与えた。息子のソーリ（P6rir）を
ラヴンケル屋敷に住ませた。彼は（これらの）地区金部の主領権をもっていた。アースビョルン
（AsbiQm）は若かったので，父親のもとにいた。
　この冬サームは遊び小屋に住んだ。彼は塞ぎこんで口数が少なかった。多くの人は，彼が自分
の運命をこぼきないことに気づいていた。
　ところが，冬で日が長くなり始めた頃，サームはひとりの男と馬三頭を連れて橋を越え，そこ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
ノ
から茜ケ谷荒原（Mo6rudalshei6r）を通って山の氷河川（JQkulsi）1）を渡り揺蚊湖 （Myvatn）
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に達した。そこからプリョート荒原（Fli6tshei6r）と光湖広原（Li6savatnsskar6）を越えてゆ
き，西の鱈ケ湾に着くまで休まなかった。その頃，ソルケルは（外国）旅行から帰国したばかり
であった。彼は外国に四年滞在した。
　サームはそこに一週闘滞在して休息した。それから彼は彼らに自分とラヴンケルの争いにっい
て語り，兄弟に以前と同じように再び援助と支持を頼んだ。
　ソルゲイル2）はその時，兄弟の側として余計多く答えた，「わしらの間（の距離）は遠い。おま
えが苦労せずに権力をもちつづけられるように，わしらは（東部湾から）引きあげる前に十分準
備してやったと思ったんだが。おまえがラヴンケルに命を許してやった時これをおまえが一番後
悔するだろうとわしが考えたようになったわけだ。わしらはおまえにラヴンケルの命を取るよう
に勧めたが，おまえはひとりで決めようとした。　ラヴンケルがおまえをおとなしく生き残らせ，
おまえよりも勇敢だと思われる男をまず片づけるのに気を向けたことからみて，おまえとあいつ
のどちらが相手よりも頭があるか判断するのはむつかしくない。わしらはおまえのこの運のな
さ3）を背負いこみたくない。自分の名誉を度々危うくするほどラヴンケルと事を構えたくもな
い。ここの方がラヴンケルの近くよりも安心だと思うなら，家族ぐるみここに移ってわしらの保
護を受けるように勧めよう」
　サームは，そうするつもりはないと言った。家に帰るとも言った。彼らに馬をかえてくれるよ
うに頼み，これはすぐに叶えられた。
　兄弟はサームに立派な贈物をやろうとしたが，彼は何も受け取ろうとせずに，兄弟に対して彼
らは気が小さいと言うのであった。
　彼は生きていた間に，二度とラヴンケルに逆えなかったρ。
　一方，ラヴンケルは自分の屋敷に住んで名誉を保ちっづけた。彼は病死して，その墓はアザル
ボールから離れたラヴンケル谷にある。墓には彼と共に莫大な財物，彼の衣服金部と立派な槍「’）
が埋められたのであった。
　彼の息子たちは主領権を得た。ソーリはラヴンケル谷に住んだが，アースビョルンはアザルポ
ー ルに住んだ。二人とも共岡で主領権をもって，大人物に数えられた。
こうして，ラヴンケルの話しは終る （完）
註
　1）JQkui語uppiゑfialliこの川は，既出の氷河川とは異なるもので，揺蚊湖寄りの岡名の他の川である
（「学報jNo．21，　P．149の地図を参照）。このふたつの氷河川は今日それぞれ，　lblettlsδ∂brab「橋の氷河
川」ノδ加1謡々ガδ〃露粥「山の氷河川」として知られている。
　2）註XIII　6）を参照きれたい。
　3）geefuleysiアイスランド人にとって，　g蜘幸運と6geefa不運の観念は一種の宿命観であって，サーガ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1麟
文学のモテK一フのひとつである。その好例として，Auめunar　p6髭γ麗s切7zんαプ　『西部湾人アウズンの
課｛』　（Aecδuecn．．．P6tti　veTa勿％彫θsが8・帥勉σδ7　　アウズンは………最も幸運な男であると考
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ
えられた）とGrettis　saga　Asmundarsonar　『グレッティルーアースムンダルソンの物語』　（sitt　er
hv6rt，9Eefa　eδa　sφPtvigleikr　　業煙と武勇とは，別々のものである）とが有名である。
4）この物語のピーP一こ人について，次のようまとめられよう。
　　It圭s　because　Hrafnkell　is　chieftain　by　nature，狐d　S氏mr　a　man　of　inferior　birth　and
　　character，　unfit　for　the　I）osition　in　which　accident　had　placed　him，　that　Hrafnkell　must
　　triumph　over　Sゑmr　in　the　end．　（G．　Tur▽iile－Petre：Origins　of　lcelandic　Literature．
　　Oxford，1967，　P．241）．
　　5）spi6t　hans　h呈t　g6δaこの季倉は，　XIII軍の終りで述べられているのと同じー檎あろう。この槍に関する
伝承があったことも得えられる（cf．　ffrafnfeatla，　p．41）．
附 記
◎本文中の謡弧について
　く　　〉　写本AM　156，　fol．に欠けていて，底本の編潜が追加した語句。
　　（　　）　邦訳を理解しやすくするために訳者が加えた底本にない語句。
◎言主の略語及び引用参考文1獣の説明
E
Goth。
Lat．
MLG
NI
OE
PN
Gragas　I：
Vilhjゑlmur　Finsen
，
Islen4i”9αb6k
Oslo．Kφbellhavn．Stockholm
　　　五andn∂ma：Forta∋llingerノ’ra　Landnamaろ6々．　udg．　af　J6n　Heヱgason．　Kφbenhavn－oslo－
Stockholm，1951（Nordisk　filologi，　seric　A，3．　bind）．
t
　　　flrafnhαtla：　Sigurδur　Nordal：　Hrafnhatla．　Reykjavik，　王940　（lslenzk　free6i：　Studia
Islandica　7）．
　　　KLNM：1〈Ulturhistor・isfe　leksikonプbr　nordisle　middelalder　fra　vikingetid　til　7⑳7一
勉観oπs渉鉱Iff．，Kφbenhavn－Helsingfors－Reykjavik・Oslo．Malm6，1956　ff．（in　progress）．
　　　ノIEIrP「：Jan　de　vr圭es：Alt・nordisches　etyMologisches　wδrterbeech2．　Leiden，1962。
　　　IED：R．．　Gleasby．G．　Vigfusson．Sir　W．　A．　Graigie：An　Icelanaic－English刀ictionarN．2
0xford，　1957．
English
Gothic
Lathユ
Middle　Low　German
New　Iceland呈c
Old　English
I）r呈mitive　Norse
Gr6g義s，　udg．　efter　Haandskriftcr呈Det　kongelige　Bibliotek　og　oversat　af
　　．王，Kφbenhavn，　1852．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ　　：Ari　Porgilsson　hinn　fr66i：Isgendingab6k．　Utgitt　av　AnRe　Holtsmark．
　　　　　　　　，1952（Nordisk　f董1010g圭，　seric　A，5．　bind）．
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◎このサーガに関する専門的な参考文献
　　　Sigurδur　Norda1：Hrafnhatla．　Reykjavik，1940．（English　translatioR　by　R．　G。　Thomas：
Hrafnleels　Saga　Freysgo6a．．A　Study．　Cardiff，1958。）
　　　Knut　Liestφ1：Tradisjon　i　Hrafnkels　saga　Freysgo石a，　in　Arv　II，　Oslo，1946，　p．94　ff．
　　　」6n　J6hannesson：Formali，　iB　islenzkプb甥撹xl．　Reykjavik，1950．
Marco　Scovazzi　：La　Saga　di　ffrafnkel　e　il　．PγobleMa　delle　Saghe　lslandesi．　Arona：
Paideia，　玉960．
　　　Hermann　PEIsson；Elrafnfeels　saga（）9　freysgyδ1ingar．　R　eykjavik，1962．
　　　Pierre　Halleux：　Aspects　litte7aiTes　de　la　Saga　de　ffrafnleel．王》aris：　Soci6t（≦d，Edition
　‘‘Les　】Belles　Lettres，，，　1963．
詳細な文献は，次に網羅されている。
Islandica　I，　XXIV，　XXXVIII．　Gornell　Un圭v．1）ress，　Ithaca：New　York，1908，1935，1957．
（Osaka，　January　1969．）
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